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金
上
の
兎
税
・
・
・
・
・
・
法
山
地
下
博
士

運
賃
論
山
む
繋
舶
同
盟
さ
海
辿
同
盟
・
品
川
干
士

臼
殺
統
計
論
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
・
・
・
法
率
一
昨
-r

抱

凪

古

川

徳
川
時
代
岡
山
江
戸
間
の
海
運
・
・
絡
機
削
イ
士

ぶ
肝
日
労
働
償
制
法
則
の
安
常
性
山
叫
・
-
締
結
r-r

雄

幅

縮

略

近
世
農
村
の
性
質
・
・
・
・
・
・
・
・
・
維
産
車

枇
曾
統
計
て
ふ
名
目
の
一
意
義
・
・
・
・
・
・
法
一
市
川
「
土

手
形
交
換
岬
守
口
調
里
昂
の
ペ
イ
!
?
ン
・
純
一
情
的
ア
士

物
質
の
撞
動
ず
」
能
量
税
・
・
・
・
・

a
-
-
-

法
界
士

冶
ぬ

A
?

漁
業
共
l

腕
投
奨
励
剖
川
・
漁
業
用
問
判
官
控
抱
取
扱
手
刊
・
帥
哨
様
相
介
法
施
行
令
中
山
改
正
・
側
米
州
山
住
民

に
係
る
物
品
目
崎
入
挫
O
H
兇
除
に
附
す
る
訟
仲
・
同
有
林
野
火
防
組
合
加
担
・
刊
金
制
刊
金
を
郵
便
貯
金
に
振
持

白
件

法
酬
明
間
十
ふ

田

島

錦

治

帥

戸

正

雄

小
島
回
目
太
郎

叶
叫
侃
静
ム
口

n
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y
f
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-
v
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也
市
-

4

句

1
1
2

1

ー

に
は
農
民

ω利
盆
を
代
表
し
打
ん
も
の
で
あ
る
。
放
に
双

方

ω
板
快
み
正
な
っ

τ苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
た
噌
』
正

も

b
h
、
作
毛
検
見
的
場
合
な
ど
に
は
農
民

ω利
盆
を

計
る
た
め
に
、
会
儀
の
役
人
に
饗
肱
賄
賂
な
ど
の
行
は

れ
た
ニ
己
も
少
〈
は
な
か
っ
化
。
夏
仁
村
内
に
は
五
人

組
の
制
度
が
ゐ
っ
て
数
戸
漣
帯
し
て
共
同
撚
保
的
責
を

一
近
世
の
農
村
に
就
い
て
、
そ
の
成
岡
正
か
形
態
ご
か
一
負
は
し
め
色
れ
、
巨
勺
相
万
救
済
的
制
度
が
行
は
れ

を
考
ふ
る
こ
ピ
も
重
要
な
る
事
例
で
あ
る
が
、
議
仁
は
↑
た
o

五
人
組
制
度
は
必

?
L
も
村
落
E

限
ら
し
も
の
で

寧
に
材
の
政
括
経
雄
胴
上
の
性
質
に
つ
い
て
少
し
〈
述
べ
一
は
な
レ
が
、
大
抑
制
曾
に
お
け
る
よ
り
は
、
村
落
に
於
て

て

見

ゃ

う

正

思

ふ

。

一

重

要

な

る

も

の

で

あ

っ

た

。

一

戸

一

徳
川
時
代
の
村
は
天
領
花
領
を
通
じ
て
政
治
上
の
単
一
村
は
法
律
上
の
人
格
を
有
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
。
村

位
で
あ
っ
た
。
而
し

τ郡
代
や
代
官
は
地
方
の
事
務
を
一
は
一
の
課
税
一
叫
髄
じ
あ
る
の
み
な
ら
宇
(
鵡
)
村
は
村

統
轄
し
て
居
る
が
、
各
村
仁
官
市
民
が
駐
在
し
た
の
で
は
一
ご
し
て
訴
訟
行
錯
を
な
す
の
能
力
タ
有
し
、
村
は
他
の

な
〈
、
村
落
内
の
行
政
は
庄
屋
・
組
関
・
一
白
姓
代
等
の
村
一
村
正
協
約
を
結
ぶ
こ
ご
が
出
来
、
夏
に
村
は
財
産
を
所

役
人
が
自
治
的
に
之
を
治
め
た
も
の
で
ゐ
る
。
即
も
村
一
有
す
る
能
力
を
有
し
、
村
は
自
己
の
名
義
に
就
て
責
買
・

は
自
治
幽
闘
で
ゐ
っ
た
。
村
役
人
は
会
儀
の
御
鮒
書
な
一
寄
託
・
貸
借
等
の
法
律
行
柏
崎
を
な
す
龍
力
を
持
っ
て
居

y
」
を
村
民
に
周
知
せ

L
め
賞
行
せ

L

?令
官
共
に
、
村
一
た
。
常
時
の
村
の
賞
健
は
「
村
役
人
総
百
一
妊
の
総
艦
」
を

の
政
治
規
約
や
申
合
等
を
も
賀
行
せ
し
H
U
る
も
の
で
ゐ
指
す
も
の
で
ゐ
っ
て
、
俄
怨
的
若
く
は
擬
制
的
の
も
の

b
、
従
て
あ
る
場
合
に
は
公
儀
を
代
表
し
、
或
る
場
合
で
は
な
(
、
貿
在
的
の
も
の
で
ゐ
っ
た
。
而
し
て
村
は

議

言葉

近
世
農
村
の
性
質

本

庄

栄

治

郎

雑

錐

近
世
農
柑
白
性
質

第
ニ
十
一
春

(
第
二
親
-
ニ
ヒ
)

ーじ

五

ー

l
u
l
l
-
-
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難

錐

}
町
世
農
村
山
性
質

村
吉
し
て
以
上
の
諸
行
錫
を
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
村
は
田
早
純
な
る
利
盆
者
〈
は
権
利
を
共
同
に
す
る

多
数
人

ω結
合
で
は
な
〈
し

τ、
濁
立
の
人
格
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
。
然

L
村
の
公
課
は
同
時
に
各
村
氏
の

共
同
負
強
で
あ
b
、
村
山
り
出
入
は
同
時
に
各
村
民
の
共

同
訴
剖
酷
で
あ
り
、
村
山
り
持
地
は
同
時
に
各
村
民
内
共
同

利
用
地
で
あ
h
、
村
の
債
務
は
同
時
に
各
村
民
の
共
同

債
務
で
あ
る
か
ら
、
村

ω僻
利
義
務
は
村
正
村
氏
ピ
の

閉
じ
戒
閥
係
に
於
て
分
胤
し
て
屑
た
も
の
で
ゐ
る
。
こ

れ
は
村
の
組
織
に
つ

vτ
の
一
特
色
で
あ
る
。

=-

上
地
の
如
〈
村
は
政
治
上
の
車
位
で
あ
る
ご
同
時
に

納
税
上
の
単
位
で
あ
っ
化
。
即
ち
徳
川
時
代
で
は
租
枕

は
村
に
劃
し
て
拠
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o

之
は
天
倒

私
側
全
週
じ

τ同
様
で
あ
る
。
幕
府
又
は
各
品
開
は
先
づ

村
に
謝
L
て
年
貢
を
決
定
し
、
併
せ
て
納
期
を
も
令
違

わ
ち
づ
け

す
る
も

ωで
ゐ
っ
て
、
そ
の
徴
税
A
T
吉
田
は
之
れ
を
符
付

古
都
す
る
。
田
平
に
租
枕
の
み
な
ら
す
、
夫
役
を
申
付
〈

る
場
合
に
も
何
村
か
ら
何
人
役
ご
か
時
何
匹
ご
か
い
ふ

風
に
制
り
嘗

τた
も
の
で
ゐ
る
。
幕
府
及
び
諸
務
は
回

構内
JrJlif--iJTHU-A川
明
バ
J

第
二
十
一
巻

(
第
二
蹴

組
合
殆
ん
ど
唯
一
の
主
要
な
る
牧
入
ご
し
て
居
た
こ
正

で
ゐ
る
炉
ら
、
村
を
し
て
納
税
を
完

F

ヲ
せ
し
む
る
に
は

砂
か
ら

F
る
努
力
を
掛
っ
た
も
の
で
ゐ
る
o
官
時
田
租

其
他
の
賦
課
徴
牧
・
険
地
、
道
路
修
繕
訴
訟
等
の
農
村

自
治
主

の
政
治
を
指
し
て
地
方

t
得
し
た
。

か
〈
の
如
〈
納
税
は
村
を
金
位
正
し
て
謀
せ
ら
れ
た

も
の
で
ゐ

h
、
決
し
て
側
々
の
農
民
に
品
目
し
て
宜
援
に

同
和
を
説

L
た
も

ω
で
は
な
い
が
、
村
に
品
目
す
る
和
舗

が
決
定
し
た
、
己
主
は
.
村
氏
に
之
脅
削
b
晶
画
て
な
り
れ

ば
な
ら
ぬ
o

割
付
を
見
る
己
主
(
最
後
に
、
右
の
遁
b
租

川

v
h
a
，、

制
決
定
[
た
る
に
付
き
「
村
中
大
小
之
百
姓
、
入
作
之

者
迄
不
時
間
立
曾
、
無
甲
乙
・
削
合
之
」
来
る
何
月
例
日

迄
に
陀
度
一
納
付
す
べ
き
宵
が
記
苫
れ

τ居
け
リ
、
此
場
合

に
入
作
泊
者
印
ち
小
作
人
も
立
曾
ム
-
』
正
に
な
っ

τ居

る
o

加
之
官
時
の
小
作
詩
文
を
見
る
ご
、
大
低
は
小
作

人
に
於
L
御
年
賞
、
諸
役
(
州
側
)
を
勤
め
る
上
、
小
作

米
何
税
納
む
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
居
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
尤
も
年
貢
議
役
を
其
地
主
方
に
て
勤
め
、
小
作
の

方
で
は
年
一
真
、
話
役
米
ピ
小
作
米

F
T併
せ
て
一
段
何

税
ピ
俵
数
を
定
め

τ地
主
へ
納
む
る
も
の
も
あ
る
c

こ

一一一
λ
}

一
七
大

中間同士、徳川時代に於ける村。人格(圃家事合雑誌三四巻八批)
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ザー噌時九刊ノ

の
場
合
を
定
時
米
ご
も
捻
米
正
も
い
ふ
o

前
者
の
場
合
て
、
村
に
謝
し
て
諌
せ
ら
れ
た
こ
ご
を
一
市
す
も
の
吉
見

に
は
小
作
人
が
底
銭
年
貢
米
を
納
め
る
も
の
で
あ

h
、
る
ニ
ご
が
出
世
帯
ゃ
う
。

後
者
の
場
合
に
は
小
作
人
が
明
か
に
年
貢
米
を
自
ら
負
四

携
せ
る
こ
正
を
意
識
し
て
、
年
貢
米
小
作
米
等
を
合
し
村
は
原
則
ご

L
τ
農
民
ゆ
住
居
地
域
で
あ
る
o
営
時

て
地
主
へ
渡
L
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
の
場
合
に
の
持
政
者
は
、
村
落
に
農
民
以
外
の
者
の
混
住
す
る
こ

於

τ品
、
小
作
人
が
年
貢
米
を
意
識
的
に
負
指
せ
る
ニ
芭
を
喜
ば
守
、
村
を
都
曾
よ
h
引
雌

L
、
村
民
を
町
人

己
は
極
め
て
明
か
で
ゐ
る
o

土
地
を
耕
作
せ
る
者
が
白
か
ら
隔
離
す
る
の
方
針
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
o

「百

作
百
姓
で
あ
る
場
合
は
勿
論
、
そ
れ
が
小
作
人
で
あ
る
姓
た
ら
ん
も
の
、
か
な
ら
宇
町
人
を
ま
ね
お
吋
か
ら
宇
」

場
合
に
於
て
も
、
彼
等
は
地
主
に
は
小
作
米
を
挽
ひ
、
ピ
か
、
「
農
家
は
市
中
商
人
己
締
姻
を
結
ぶ
事
勿
れ
』
ご

且
、
年
買
米
も
自
ら
納
ぬ
若
〈
は
負
櫓
Lhι
も
の
で
ゐ
か
い
へ
る
は
唱
者
ニ
の
思
想
を
い
ひ
あ
ら
は
せ
る
も
の

る
か
ら
、
嘗
時
質
際
に
租
税
を
負
強
し
た
者
が
、
土
地
で
あ
る
。
故
に
村
落
は
一
に
農
民
会
以
て
共
憐
成
要
素

の
所
有
者
で
は
な

f
Lて
、
土
地
の
耕
作
者
で
あ
っ
た
の
本
館
、
己

L
、
農
民
以
外

ω者
の
居
住
す
る
こ
ご
は
特

こ

Z

は

大

に

注

意

す

べ

き

所

で

ゐ

ら

う

。

例

で

あ

っ

た

o

ま
た
経
済
上
に
於

τ色
、
村
は
村
で
白

神
明
の
期
月
を
越
す
も
全
部
牧
納
し
了
ら
F
る
も
の
給
自
足
す
る
こ
E
が
大
健
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
城
下
の

を
未
進
正
い
ひ
・
会
〈
納
付
せ
ざ
る
も
の
を
不
納
Z
V
畿
逗
は
農
村
の
生
産
消
費
に
関
係
す
る
庭
が
あ
b
、
或

ふ
。
末
港
不
納
に
劃
し
て
は
樋
々
な
る
制
裁
が
加
へ
ら
は
越
中
富
山
の
楽
屋
は
各
地
の
田
舎
に
も
行
商
L
、
農

れ
た
o

郎
も
一
時
其
上
地
を
渡
牧
L
て
一
村
の
綿
作
を
民
も
市
日
に
は
近
傍
の
小
郁
曾
宿
場
な
ど
の
市
場
へ
出

命
じ
、
未
進
一
額
皆
掛
後
、
土
地
を
返
付
す
る
加
量
、
或
掛
付
て
貨
物
を
賓
買
す
る
場
合
も
ゐ
っ
て
叫
農
民
が
全

は
五
人
組
或
は
一
村
の
責
任
を
以

τ弊
償
せ
し
む
る
が
J

然
変
換
経
済
の
範
囲
外
に
立
っ
て
居
H
H
Z

い
ふ
謬
で
は

如
き
こ
己
も
亦
一
面
に
於
て
租
税
が
例
人
に
封
せ
宇
し
な
い
が
、
一
般
の
航
態
ご

L
τ
は
、
聞
舎
に
於
て
は
大

近

世

農

村

山

性

質

(

第

二

扱

一

一

七

じ

雑

録

第
二
十

4

巷

九
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